
№ 6   加藤 延夫 （かとう のぶお） 

プロフィール 医師、専門は医学。微生物学。現在、ＮＰＯ愛・知・みらいフォーラム

理事長、公益財団法人大幸財団理事長。名古屋大学医学部教授・同医学

部長・総長、愛知芸術文化センター総長、愛知医科大学理事長・学長な

どを歴任。満州事変の前年に生まれ、小学２年のとき日中戦争、6年のと

き太平洋戦争が勃発し、15 歳のとき終戦。わが国の 15 年戦争時代は成

長し、軍国主義一色の教育を受けた自らの体験を語り、「再びかつてのよ

うに日本を誤らしめてはならない」と訴え続けている。 

 

授業主旨 医学の歴史から学ぶ』と題して、「感染症との戦い」、「世界的規模で展

開された痘そう（天『然痘）・ポリオ・麻疹の根絶計画」、「旧らい（ハン

セン病）予防法にみる人種問題」、「20世紀中頃を境とする地球人口の爆

発的増加と感染症の変貌」、「2001 年 9月 11 日の米国の同時多発テロ後

米国東部で起きた炭疽菌テロ事件」などの講話を行った。また、新しい

感染症発生時わが身を犠牲にして防疫につくした人と、新しい病原体発

見の栄誉を求め狂奔する人の対比を取りあげ、「自己の栄誉と公共への献

身」について考察した。 

  

 

実績 

（2019年度～） 

【特別講座】 

2023 年度 

7 月  開講講話 「未来を担う高校生諸君へ」 

2022 年度 

7 月  開講講話 「戦争体験から」 

2019 年度 

7 月  開講講話 「みらいを担う高校生諸君へ」 

      ―わたしの 14･15 歳のときの体験（勤労動員と空襲）― 

 

 

 


